































































































項目 10 ～ 20 代 平均









４ 初　　詣 89.4 93.5
５ 節分の豆まき 91.8 93
６ ひな祭り 80.1 78.8
























































































































































































































































































































































全体（人・％） 男 女 計（人・％）
170（41％）
国立大学 ２４ ３１ ５５
公立大学 ４７ ６８ １１５
242（59％） 私立大学 ０ ２４２ ２４２
412（100％） ７１ ３４１ ４１２
100％ １７％ ８３％ １００％
－ 80 －
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